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１． 研究計画の概要 
 
超伝導人工原子を用いることにより通常の原子
を用いた量子光学実験では到達不可能な条件
下での量子物理実験の実施、および超伝導人
工原子技術をナノメカニクス加工技術と組み合
わせることにより、量子レベルでのナノ構造体の
振動量子 検出・制御 や、新たな量子情報担
体の可能性を追求すること． 
 
２．研究の進捗状況 
 
【A：超伝導人工原子を用いた量子物理】(1)緩
和時間の精密測定より、コヒーレンス時間を決め
る最大の要因はエネルギー緩和（人工原子から
の光子の誘導放出）であることが判明した④。こ
の知見をもとに、測定系の高周波ノイズを削減し、
コヒーレンス時間を約 30 倍の 3μs まで伸ばす
ことに成功した。(2)非古典的な光子状態生成
（数状態生成を目指して）：真空ラビ実験②のパ
ルス列をコヒーレンス時間内に複数回用いること
によって、超伝導人工原子から LC 共振器へ光
子を１個づつ送り込む実験を行ない、LC 回路中
にサブポアソン分布に従う非古典的な光子状態
を生成することに成功した（投稿準備中）。
(3)JBA 高速測定系の整備：超伝導伝送線路共
振器と SQUID を用いたジョセフソン分岐増幅
（JBA)現象を用いた読み出し動作の原理確認実
験に成功した①。【B：超伝導人工原子ナノメカ
結合系】(1)超伝導人工原子ナノメカ結合系の調
節可能な相互作用スキームおよび、超伝導磁束
量子ビットの一辺を両持ち梁構造にしたローレ
ンツ相互作用による冷却スキームを提案した。
(2)デルフト大との共同研究により、Nb 製 SQUID
回路の一辺が両持ち梁構造の系で標準量子限
界の 36 倍の微小変位振動検出に成功した③。 
(①～④:５. 代表的な研究成果記載の文献） 
 

３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
研究成果の公表という点で今後の仕事が残って
いるが２つの研究目的【A：超伝導人工原子を用
いた量子物理】【B：超伝導ナノメカ結合系】双方
とも当初の研究目的を概ね達成。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
最終年度は、研究課題【A：超伝導人工原子を
用いた量子物理】に重点化し、複数の超伝導人
工原子が強結合状態にあるマイクロ波光子を介
してエンタングルした状態の操作の実現、ジョセ
フソン分岐増幅(JBA)測定を用いた重ね合わせ
状態の射影測定、量子相関測定と量子非破壊
測定の実現へ向けて研究リソースを傾注する。 
 
５. 代表的な研究成果 
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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